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　　　　　　　　　緒　　言　　　　　　　　　　　　　de　la　CamP1ωに従ったr1

1959年M、rke，t，　Mφ1正，rら1）剛…・の酵卿1・髄　　・備噺L　σ］1‘授麟採取した静1脈lnLを融し・ない」二う

もちながら，異なった分刊職糾ゴする燃群に対　に臆しなカミ嚇やかにll醐燗農を殊い醗に蝿・

してi、Q、ym，の鵬を提・1昌した。　API・ell・ら…），　た・

K、P1、。ら・・は。の鵬研L酸脱水素麟（LDH）に適　LDH　I甜鰍W・61・1・wski法11）に従い，1ごルビン

肌，LDH　i、。、ymeはH・y，・とM・yP。の2種　働～・整質とし，　NADH・の1閲゜麟1舳に尉繊膿

勲、。b、，itで隙された四：飴体（…一・）で　・妙鰍長34°・，2・1こて胱破計で1　II魁，組榔

あ。て，そ4・糸1L舗・よ。て・↑重類・・i…ym・醐　つ・・て｝よw・t　w・i・ht　19≧li　ll・醐に’Mは1躍6

成される。とを齢づけた．LDII　i…ym・の繊　当りのW「6blewski鞭で獅した・
は1齢によ。て勲り・・・…，また1細の病鰍態｝・よ　LDH　iSQ・ymeはWiemeら12’，細ら13’の1獣’蓋匡

。て職嘆動する・とが欄さオ・ている。しかる　気泳動法ロ撃～じ分離した・賜，・H8・4，イ1ツ搬

岬状灘L織，特、・り丙酬状榊職・q、けるLDH　°・鵬v・・°・εll緩鰍酬い，灘゜・8％覗姓勲1・5

i，。、ym。の研究砒較〔紗なく，朋ら・・，　K・pl・・　㎜の1享さにのばし・その中ヨミ｝二鰍片醐いてほぼ脾゜

ら・・の報髄みるに過ぎない。　　　　　趨の試徽漁し論媒‘卜1にて5・翻加碇電新己
著都額11・撒灘についてLDH　i・。・ym・鹸　で8‘）分1購轍Ressle「の艶液14＞により6°鯛馳

粥驚おけ麟的f鱒磯鵬》・欝課猟難瓢1：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は陽・極側より陰極側に1司ってLDH　L山皿，罪，　vと

　　　　　1　研究対象及び研究方法　　　　　　　　　　表示した。測定したLDH　isozymeの分画百分率から

　　　　A．研糊象　　　　　　　K・pl・nら4’の齢をこ従ってHtype　s伽nitとM
畑外科において乎術蟻行し騨縦L糸｝　節鯉状　tyl・e　s・bu・it鱒肌て検説で予な・た・

腺腫19例，甲状腺癌10例，甲状腺機能充進症22例を研

究撒とした．また対照とし津伏齢織騨純酬、　　II研究蝋
節性甲状腺腫ならび1・甲状｝腺癌の　醐から充分に離才・　　　A・1獣撫L織のLDH樹生値および

た部位より採肌た甲状嚇［L織を用い，、備は1糠ノ＼　　　1S°zyme

血髄用いた。　　　　　　　　　　1・LDH融他
　　　　B，研究方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a・対　　照

　甲状腺組織は切除後速やかに生理的食塩水で洗糠　　　　対照としたIE常甲状腺組織12f蛎1のLDH活性傭は炎

し，wet　weight　20011幌に10倍最の生理的食塩水を加　　　1および図1の如く，240　x　102～595×102単位，・1物

えて氷室中でhomogenateし，－5°C，90009，20分間　　　・iOO×102単位である。

冷却遠沈して，その上清を測定に供した。なおこの紅　　　　　b・単純性緯｛節性甲状腺腫

織片の隣．接部から組織診断用切片を作製し，組織学的　　　　　単純性結節性111状腺1匝19例のLDH活性値は表2お

分類を行なったQ単純性結節性甲li犬腺腫の分類は教室　　　よび図1の如く，対照よりやや広範囲に分布し、15｛1

の沢田9）に従い，甲状腺機能プ〔進癌の分類1よB斑kle－・　　×102～9・15×102単位，平均48・1×102単位である。
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　　罎　罐1　：illl　髄・進・1・・嚇・高甑・すが，・状腺・匝嚇茂像

　　10　　村　　　　田　　♀　　　　　48｛｝　　　　　とは関係がない。

　　11　　　叛予　　　　　　 脚911∫　　　♀　　　　　　　　　510　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　．　　曾　．

　　12古　畑　♀　　595　　　2・L【）Hls‘’zy1’肥の分画酌｝率
一一．……』”… ��鼈鼈鼈鼈鼈鼡･一』．一………………嗣‘……………．……．‘「．‘”　　　　　a・対　　・照

　　　　平　均　　　脚　　脳、，し畑1常甲状腺撒1、伽m田，。、y。。，）

　これらを組織像別に番灸討す頓，と，；即イ11’腺lli轍　　分画1｛1分率は爽5お」こびi醐2の如く、　LDH　Iゑ，1～5，1

150×102～580×102単位脚平均355×1〔｝2単位で対照　　　％、平均3・7％lLDH皿12・6～29・1％・二’ia均19・7％

とほぼ同様の値を示すが，濾胞状腺腫l／k410×102～　　LDH皿1～4・6～53・2％平均44・6％，　Lr）Hw　18．2～30，1

945×102単位，平均595×102単位で対照に比較して　　　％・・’ド均25・5％LDHY　3・3～14・1％，帯均6，5％であ

高値を示すものもある。管状腺腫は595×102～620×　　　って，正常甲状腺組織のLDH　is。zym。の伽Elii悟分率

102単隙，平均612x102単位で対照に比1愛して一般に　　　はLDH皿＞LDHw＞LDHπ＞LDHv＞LDH　Iの順に｝1笥

高値を示す。すなわち｝i亀純性結fllコ性甲状腺腫のLDH　　　い。

活性値は組織像によって異なり，憾胞状腺

腫および管状1腺腫は射照ならびにコロイド

　表1　正常甲状腺組織のLDH活性値　　　r　　　Struma　P歪1rellchymatosa　basedowiallaは800×1（）2

一些症・L　踵1・罐・羅二諜、潔調×1蝋kであつて’各

　　1市　村♀　　24°　　　。．小拙
　　211」　に1♀　　285　　3山　1、Li♀　　32・　　以」・1登べ酪衡1状㈱L辛1ゆLDH酬三仙峨条勲
　　4　　渡　　　　辺　　♀　　　　　320　　　　　要約すると，単純性糸lll節性叩状腺lll｝！において1よ・コロ

　　5　　川　　　　垣　　♀　　　　　335　　　　　イド腺腫は対照と1混ゴ同算の．値を示すが，濾1泡状1尿

　　6　植　　原　6　　　420　　　［　1！，管状脚軽l」：高値を示す傾1‘・1が認められ㍍壌たた

　　7荻　　ii　6　　‘12°　　II劇泉欄淵鋼・ヒll帆曙しい高髄示し網・状腺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒロ　に　お　
腺腫に比較して一般に高値を示す。　　　　　単位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　X104
　　c．甲状腺癌
　　　　　　　，　　　　　．　，　　12
　甲状腺癌10例の組織1象は全例乳頭腺癌で

あるが，そのLDH活性値は炎3および1凶
1卿く，73・。1・・～132。。1・・靴，平　10

均1003×102単位で，対照および単純性結　　　　1

節性甲状腺腫に比1旋して明らかに離｛赫　印

す。　　　　　　　　　1
　　d，甲状腺機能寛進跡三．　　　　　　　　　　　　6　｝　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲状腺機能腿症25例のLDH瀾1伽　　1；
衰4規び図・の如く1，．595・1・・～12…．4ト銘・

駕鶴灘繍畿黙2倒
低い値である。これを甲状腺樺の組織像渥lj

に検討すると，　Struma　colk｝ides　nユacr〔，・・

follicularis　no目prQliferans‘よ1f列の．み，r（1

950×102単f血，　Stru【11a　collbides　nlacro闇

follicularis‘proliferansレよ595×102～1100

×102単位，平均858x102単位，　StrUlua

colloides　basedowificata　は　790　x　IO2～
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衷2単純性結節性甲状腺腫組織のLDH活性値　 表4甲状腺機能寛進症の維織LDH酒性値

コロイド1腺［1璽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Struma　col1（⊃ides　macrofollicularis

N旨、・U。ず・婆1・雛L－ll豊釜≒L＿一踵轟鮭，

2小　塚♀　 200　　1金　森♀　
950

3土　屋♀　　255　　　S，，。ma　c。11。ld，，　mac，。f。11i，．1，，1s

4渡　導♀　　26°　　　、，。lif，，、、，

1嚢　慧　 lll　Nα症例　（婆1。穿1｝斡優，

7植　　原　♂　　500　　　2飯　　田　孚　　595
8萩　　原　♀　　535　　　3鈴　　木　♀　　65。

．二皇一盆＿＿埜＿．疲。＿＿＿型、［＿．－　　4依　　田　♀　　800

　平　 均　　355　　5永　田♀　
8111）

　　　　　　　　　　6冑　
沼 ♀　　820濾胞状腺腫

　　　　　　．、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　イ卯　　　　　　　　沙疋　　　　♀　　　　　　　　　　　82｛，｝

・・症例　　～瓢。耀、　・坂　11…　　。
10　田　　・†・♀　　410　　　　9　和　　1：U　♀　　900
11寺　　島　♀　　460　　　1｛｝石　　川　δ　　92°
12古　畑♀　 510　　11倉　省♀　1000
13・」・　沢　♀　　530　　　12宮　　川　♀　　1°40
14　田　　頒　♀　　630　　　13松　　下　δ　　11°0
15　島　　崎　♀　　　680　　　　　平　　均　　　　858
16　　　　高　　　　　　　　橋　　　　♀　　　　　　　　　　　945

平“｝…M｝｛……凹論……… @　St「ulna　c°11°ides　basedQwificata

管状腺腫　　　．．坐＿豊．一．一勉＿＿．＿轟轟騰

．．坐一一一遮＿型＿一（覧Ω1駈鑑）　訟藻腰ll認
17　　　1』」　　　　　　【町　　　　δ　　　　　　　　　595　　　　　　　　　　　　16　　　落　　　　　　　イ1㌃　　　♀　　　　　　　　　800

18　　　　」二　　　　　　　1牙ζ　　　　♀　　　　　　　　　　620　　　　　　　　　　　　　　17　　　　4な　　　　　　　1メ」　　　　♀　　　　　　　　　　910

19　　　佐　　　　　　　藤　　　　♀　　　　　　　　　　62Q　　　　　　　　　　　　　18　　　プく　　　　　　　；挙寸　　　　♀　　　　　　　　　　920

　平　 均　　612　　19近　藤δ　
950

　　　　　　　　　20ブL　 山　早　　1100
　総平均　　484×102　　　21浅　井　δ　　120・

表3　甲状腺癬職のLDH融値　　　　　誌F　　均　　　934
・・症例　　（活　性　値×102単位）　St－・p・・e・・hym・t°sa　based°wia・・

・萩　原「…73一」2一症例　＿墨一
2ホ寸　 田♀　　820　　　22図ヒ　～尺♀　　800
3　遠　　藤　♀　　　850　　　　23　高　　橋　♀　　95。
4　小　　沢　♀　　88Q　　　24　揖　　島　♀　　1020

5手　塚♀　 950　　25小　林♀　1130
61⊥11　口♀　　1010　　　 －一・一…一・・一一一・一一一一一一…一一一一一一・．一一一一

7山　田　♀　　1100　　　　平　　均　　　ユ000

8正　村♀　 1170　　　総平均　 905×1（罫

9；1ヒ　ホ寸6　　1200
10　　　　荻　　　　　　　∫東　　　　δ　　　　　　　　　1320

　平　 均　　
1003
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衷5　」1三常甲状腺組織のLDH　isozyme　　　　　　って対照と比較するとLDH　IおよびLDH証がやや上

　　　分画百分率　　　　　　　　　　　　　　　　昇し，LDHNおよびLDHvが軽度に低下している。

N（瓦　症例　　　　　I　　II　　】1【　　IV　　V　　　　　単純｛生結節性甲｝i犬腺腫のLDH　isOzynleの分画百分

　　皿　側………｝一皿……｝’一｝罰…　向　岨’｝一…｝……　　　率を各糸11織像別に検討するとコμイド腺腫9例では表

i灘繧i燃iiill些i蹴獣騒糊1読濫1撚驚1
4渡辺♀5。120．542、321．81・．3　％，1’隔46・°％LDH・1α4～28・9％・平均19・6％
5　田　壌　早　　4，0　21，7　42，6　27，4　3，3　　　LDI｛v　13～6・5％，平均3・9％で対照に比較してLDII　I，

6植原　ε　3．629、143．618．2　5、5　　LDH　m　LDH皿がやや上昇し・，　LD｝IwおよびLDHv

7　荻　原　ε　　2．8　12．8　53、2　25．2　5，7　　　がやや低下している。

8　轟i茜　堵顎｝　♀　　 3，3　18．7　47．2　26．8　　4．1

9萩原♀　2．017．746．229．（）5．0　　衷6聯E懸櫛iゴi捌犬脚鰍御）L既1
10村　田　♀　　3．421，446，223，1　6、O　　　　　　is脇yme分画百分率

11　専　磨∫　早　　3．7　18．9　42．0　27．2　8，2　　　　　コロイド腺1磁

三鉱立．組丑2上契一鯉．濯：巨＿！：1．　N。1醐　　Il［班IVV

平　均　3・719・744・625・56・5　「了「ボ下…π薦〔：薦痂π
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　4、　塚　 ♀　　　8．3　19，7　55．0　14．7　　2．3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3ニヒ蹉詮♀　13，334．940．110，4　1，3

％　　　　　　　　　　　4渡辺♀7、429，14。．517．65．4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　白　 ，嚥も　♀　　 3．9　17．4　51．0　23．2　　4．5

70　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　ま乏　を尺　 ♀　　 2．1　21、2　50．8　22、£　　3．7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　オ藏　1墓　 8　　7．5　34．0　39．6　15，1　　3，8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　暴炎　原　 ♀　　 4。2　22，8　37．6　28．9　　6，560
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　4、　堵木　 ♀　　　1．7　20．8　52、2　21．9　　3．4
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5i去　　　均　　　 5、9　24。6　46、0　19，6　 3．9

／　　　　　　　　　　　　　　　　濾胞状腺腫

No．症例　　　　　1　　五　　班　　W　　T

班駄　　繋1：：iiili　iili　iili　ili

　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13　　ノ」、　　沙曵　　♀　　　　12，9　　30，1　　48．4　　　7、5　　　1．1

’　　N＼＼　　　14田垣♀11．529．・39．817．・・7
・　　黛、　　　15島崎♀。．・18．・48．・3・．13．・

　　　　　　　　　瀬　　　　」L亜墨＿鼠．盆L型L望乱三§：2＿竺

　　＿＿＿＿．　　　＿　　　＿＿＿　　　　平　　　均　　　7，3　27、5　42．9　19．5　2．8

工　　H　　皿　　w　　▽　　　　　　　管状腺腫

図2，正常甲状腺組織のLDH　isozym¢　　　　　　　No。症例　　　　　1　　】［　　1匪　　IV　　V

　　　頒百分率　　　　　　　　17山崎♂　2．718．6茸．326．64．8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18　－L二　湧（　♀　　 2．0　16、7　44．8　32．5　　3，g

b・単純性結節性甲状腺　重　　　　　ユ9佐藤♀。，35．928．141．823．8
単純性結節性甲状腺腫19例のLDH　ISozymeの分画　　　一一一一一・一一一一一一一一一一・一一一一・一．一一一一一…一

醗率臓6および図3，4，5の如く，LDH、0～　　平　均　1・713・740・233・610・8

133％，平均5．7％LDH五5・9～34・9％51z均24・0％・

LDH。2＆、～55．。％，平均43．9％，　LDH。7β～41、8　　＿＿＿L1［皿巴V

％，平均21．8％，LDHv　1．1～23．8％平均4，6％であ　　　　　総　平　均　　5、724。043．9　21。8　4．6
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コロイド腺腫　　　　　％
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管状腺腫

ノ　　＼

工1∬1】VV　　　工1皿】VV
図3・単純性結節性甲状lllll1餅IL織のLDH　　　　　　　図5・　単純性結節側i甲状腺腫組織のLD｝I

　　　isozyme分画百分率　　　　　　　　　　　　　　　　　isozyme分画百分率

％
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40
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10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1慮胞状腺腫7例では炎6および図4の如く，LDH　I

　　　　　　濾胞状腺腫　　　0～12伽9％’平均7’3％’LD｝h　1＆0～32°1％平均

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27．5％　LDH皿37、4～48．4％，平均42．9％，　LDHw　7．5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～30．1免∫，平均19．5％，LDHv　1．1～4．3％，平均2．8％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で対照に比較してLDH　IおよびLDHπは上昇し，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LDH皿，　LDHπ，　LDHvは低下している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管状腺腫3例のうち2例は衷6および図5の如く，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さきに述べた単純性結負il性甲状腺腫のis（，zyme　paレ

　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　terllと全く同様のpatternを示し，各分画の平均

　　　　　　4　　　　　　　値はLDH・a4％，　LDH、17．7％LDH。46．・％

　　　　　傷　＼　　　　撫ご翫1器v凝瑠鋤。㍑1留1
　　　　　　　　　＼＼　　　　　　　　　　　　　　5．9％，　LDHm　28．1％，　LDH皿41．8％，　LDHv　23．8％

　　　卿、　　　　　　　　でつぎに述べる甲状鵬脇るい劇獣腺機能〕t趨1の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…部のisozymeに近い値を示している。この，謝列の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組織像は管状腺腫琶）中でもやや特殊な所見を示し，写

　／　　　　　　　　＼　　　　　　　　　真1の如く，上皮細胞はムセ：方状で増殖傾向がやや強

、　　　　　　　　　ぐ’、、　　　　　　　くド瑚1に乳頭状発育を思わせる部位も認められるU

　　　　　　　　　　　　＼＼　　　　　　　　　　c・甲状腺癌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲状腺癌10例のLDH　isozymeの分画樹分率は表
工　1　皿　W　V　　　7および図・卿く，LDH、・一・．1％平均。．8％

図4．単純性結節｛生甲状｝噺重組織のLDH　　　　　　LDH∬3・6～1L8％平均7・1％，　LDH皿28・6～39・1％

　　　isozyme分画百分率　　　　　　　　　　　　平均33．4％，　LI）Hw　33，1～50。5％，平均4U％，　LI）Hv
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　　写真1・　管状腺腫
上皮細胞は立方状で増殖傾向がやや強く，一部に乳頭状発育を思わせ
る部位が認められる。

表7甲状臓繍のLDH　is°zyme頒百分i｛L　％

No．症例　　　　　l　　I　　皿　　W　　マ

1萩原♀　1・111・430・433・123・9　　70
2村田♀　0。24．135．150．510．1
3　遠　 藤　 ♀　　 0．6　 9．6　32．8　37．6　19．3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60
4小沢♀　0．76．829．040．523．0
5手塚♀　0・611・839・141・9G・5
6　　μ」　　口　　♀　　　o．2　　3．6　28．6　40．7　26．9　　　　　　　50

7山田♀　0・74・829・642・922・0
8正村♀　06・633・339・520・6　　40
9北林δ　3．17．729．244．615．4
1°荻．原♂°・4‘・膨・9一三゜・°18・6　30

　平均0．87．133．441．118．6
6．5～26．9％　平均18．6％で全例がLD恥を最高と　　　　20

する対照とは明らかに異なったpatternを示してい

る。また各分画別に対照と比較検討すると，LDHI，　　　　10

LDH　1，　LDH皿の低下とLDH耳，　LDHvの著しい上

昇が認められる。

諺 ミ＼
＼

　懸

　　d・甲状腺機i能充進症　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　H　　　皿　　　】V　　V

　甲状腺機能尤進症22例のLDH　isozymeの分画百
分率は表8および図7の如く，LDHI　O．4～11．3％，　　　　図6・甲状腺癌組織のLDH　isozyme分画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　百分率
平均2・9％，LDHI　58～25・4％，平均17・5％，　LDH皿

32．6～58．5％，平均42・7％，LDHF　21・7～45・3％，平　　　isozymeの特徴であると

均29・5％，LDHv　l・9～21・0％，平均7・4％で，各分画　　　甲状腺腫の組織像とLDH　isozymeとの関係を検討

の平均値でみる限り対照と比較的類似の成績を示す　　　したが，両者の問に明らかな関係は認められなかっ

が，各症例ごとに検討するとLDH皿を最高とするも　　　た。

のと，LDHNを最高とするものとがあって，一定の　　　　e．小　　括

patternを示さないことが甲状腺機能尤進症のLDH　　　以上述べた各種甲状腺組織のLDH　isozyme分画百
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表8　Fl｛状腺機能尤進症の糸ll織LDH　isozyme
　　　分画百分率　　　　　　　　　　　　　％

Struma　colloides　lnacrofollicしdaris

・・。p，・liferans　　　　　　　　　　70

No．症例　　　　　I　　l［　　1皿　　W　　V
ヒ……一．－』一 @一一一…一…　　一………一『ヒ1｛一一一｝一旧一…………㎝創”闇……‘－　　　　　　　60

　1　　金　　森　　阜　　　　1．0　　12，6　　53．7　　29．5　　3．2

struma　coll・ides　1・・こ1crof。llicularis　　　　　　50

proliferans

No，症例　　　　1　’∬　　ll［　IV　　V　　　　　40

2飯田♀　0．45．85B．531．1，1，2
3　　金令　　オく　　♀　　　11，3　　2Q・9　　43．5　　2L　7　　2・6　　　　　　　　30

4　　f衣　　［1］　　♀　　　　1，0　　　8．2　　3つ，4　　37．0　　14．4

5永田♀　α85・840・245・37・9　　20
6　青　 沼　 ♀　　　1、7　20．8　50．8　23．3　　t｝．4

7オ卯～尺早　0．7 9．232．638．519．7
8坂。♀8，32。．7招．123．15．8　10
9和田♀　3．122．747．024．1　3，1
10　石　 月1　δ　　 1．4　19．4　52．5　23．7　 4．0

凝・、

・蕊

11倉石♀　o・515・745・532・26・o　　　I　H　HI　W　V
　12松下♂　0．88．835．641．813．（）

一7…万…冨蕊覇3げま喜　町騰讐薩の糸聯D｝li　yme
　Strunla　colloides　basedowificata
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て単純iゾk結節性昨1状腺腫は管状腺腫の1例な除外す
　Nα　症例　　　　I　　l［　　1旺　　W　　V　　　れば，対照と類似のpatternを示す。また甲状腺癌お

　13草　間　♂　　0、4　7・533・138・021・0　　　よび管状腺腫の1例はLDHwを最高とする特有の

　14藤牧♀　2・618・044・230・25・O　l）atternを示す。甲状腺機能充進症ではLDH皿を最
　15落合　早　1・715・143・134’3　5・8　　高とするものと，LDHwを最高とするものとがある、

　16大村♀　4，825，436，327．85、6
　17近藤♂　1・722・638・932・64・2　　　3．LDH　isozymeのsubunit
18丸111♀1・92°・鉱．翌∴験：9説二§　　。．対照

　　平均2・218・240・131・97・7　対1照とした正常甲状腺組織12例のLDH　isozymeの
　　St，uma　parenchymat。、a　based。wi、na　　　s・b・・it。壊9の女rlく，　H　type　s・bしlnitとMtype

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　subunitの比は平均47・1：52・9である。

釣＝酬＿王＿L」旦一王．．　b．単雛鱒性甲状腺II重
　19北沢♀14・025・036・327・07・7　　単純性結節性甲状腺腫19例のLDH　iso2ymeの
　20高橋♀　2・420・733・631・511・g　subullitは表10の如く，　H　type　subunitとM亡ype
　21岩　島　♀　　5’519’542駐029』0　4’O　　　subunitの比は腺腫の組織像によって多少異なるが，

22小林♀8・418・044・0望・6ヒ隻　一般｝・Htyp，，、buni・の・1嬢増加しているものが

　　平均5・120・839・028・86・4多く，総平均51・1：48・9で，前述の対照の平均値に比

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　較してHtype　subunitがやや増加している。

　　　　　　　　　1　　1［　　班　　W　　V　　　　これを組織像別に検討するとコ戸イド腺腫の9例で

　　総　平　均　　　2，917，542．729．5　7，4　　　は平均52・2：47・8・濾胞状腺頗の7例では平均54・2：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45．8である。管状腺糧3例のうち2例は対照と類似の

分率の成績を要約すると，対照はLDH頂を最高とし・　　値を示すが，他の1例では29．2：70．8であって，つぎ

ほぼ二等辺三角形に近いpatternを示す。これに対し　　に述べる甲状腺癌あるいは甲状腺機能尤進症の一部の
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　　8　　勾iタ三　　　　　1旨〔　　　　♀　　　　　　47．3　　　　　52．7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　9小　林　♀　48．9　51．1　　typ・s・lb・・itの増加するものミ撃が・認められるが・総
｝…㎝…ｨ………葡…………一蕊蕩｝’”…流「ど一「『　’1鞠で1よ44・3：557で対照と比1鮫酌類似の成績を示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す。

　濾胞状1樋　　　　　　　 ・酬顯の糸IL灘と、DH　i、。、ym，の、。bun、、と

　No・　症　　例　　　　　　　H　　　　M　　　　　の閲には明らかな関係は認められなかった。

　　10　　日ヨ　　　　　rl1　　　　♀　　　　　　57・4　　　　　42・6　　　　　　　　　　　　　e．　4、　　　缶彗

　　11専　島　♀　48・2　51・8　　以」、1都た各鯛・状　泉繕哉のI」）Hi，。、ym。の

　表9　正常甲状腺組条哉のLDH　iSQzymeのsubunit　　　ものの成績に類似している、、

　N。．症　例　　　H　　M　　　・・甲状腺癌
｝一．

嚴s…
ﾑ一草「［「211；一…「7．7『『　臥Fl状｝揚1　　11°伽LDH　is°zyme°）飴“bしmitは喪11

　　21．ll　ll♀　4L9　58，1　　の女llく，　H　typ・s・b・・itとMtyp…b・nitの比
　　31．1、1　　田　　♀　　44，2　　55．8　　　1よ平均32・6：67・4でMtype　Subunitの著しい増加が

　　4渡辺♀　・17ほ52・9　認めら，｝／るΩ
　　5　11．1　　　垣｛　　早　　　　48，4　　　 51．6

　　6　和「工　　　11亜　　 ♂　　　　51・8　　　 48・2　　　　　　　表11　111：1尺［1泉ダ1癖荊i．糸哉σ）　LD｝I　iso％yl11¢　〔ノ）

　　7　ぎ矢　　　 崎〔　　♀　　　　45、3　　　 54．7　　　　　　　　　　 sul〕しuユiし

　　8　　i毬石　　　　　4喬　　　　♀　　　　　47．6　　　　　52．4

　　9萩原♀45．654．4　No・症例　HM　1°村　ll；1♀　48・3　51・7　…’磯［n－－ril一「－門嘱π瓢「．rδri『「7『…

1嬉儲1郡：1湛　　・村・11・3・・・・・…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　遠　　　藤　　 ♀　　　33．6　　　66，・1

　　　平　　均　　47・1　52・9　　　4小　沢　♀1　3。d　69．6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5「　 遮均こ　♀　 39．5　60．5
表10単純性絹とiゴ性甲状腺腫糸ll織のLDII　　　　GIU　。　♀　27．．1　72．6

　　　i臼゜zylneの呂“bmlit　　　　　　　71日　田　♀　39，呂　70．鵠
　　；ごロイド腺腫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　［K　　　村　　♀　　　31・5　　　68．5

」墜些。一ノL＿＿⊥……＿並＿　　11：義　楚1　翻　：：1：1
　　1　［ll　　　l」　　　♀　　　　49．8　　　 50．2　　　　　　　－・・一一一一　一一．一．一・．．一一．一一一一一一　一　

一…一・『一．一・一一一一………・一『一一一………

　　2そ」、　 』家　 ♀　　54．3　 45．7　　　　　 ilこ　　均　　　32・6　 67・4

　　3　　ニヒ　　　　　　騨圭　　　　♀　　　　　　62．1　　　　　　37，9

　　4渡辺♀　53．946ほ　　d－il状｝！泉機能充進症
　　5　白　　　　鳥　　　♀　　　　48．3　　　　51、7　　　　　　　【・111状腺1幾能）℃進ゴ属1三22で列のLDHまso3ymeのsubunit

　　6長　墾　♀　・19・0　5L°　　戯12の如く1舗1例ごと｝こ櫛骨ると対照と類似の
　　7　1｛　1三i’δ　56・“　43・4　白、t〔を尉も、，，　II，yp。、、，b。。、t蝋力，するものM

　13　　ノ」、　　　　　む吏　　　　♀　　　　　61．6　　　　　38．4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°　　　　　　　　　　　　　噸

　14m　坂　孚　57．4　42，6　　ilLl櫛性lf｛；1熾1腫ではHtype・・b・mitの軽度の増加

　15勘　　崎　♀　　45．8　　5↓2　　　が認められることが多いが，管状腺腫の1例にはM
　16高　橋　♀　56・1　43・9　　type、。bU。itの工甑1廊想められた．　iP：｛犬｝1蜘で｛よM

　　　平　　　　均　　　　　54・2　　45・8　　　　type　subunitの増加が著しい。甲状腺機能冗進癒で

　管状腺腫　　　　　　　　　　　は対照と類似の成績を示すもの，H　type　subullitの増

N。症例　　　H　M　　カllするもの・Mty・“subU’1itの増力Hするもの等があ
一一 @　　一一一一一一一一…　一一…一一…一一一　　一一　　　り軍一定の傾向が認められない，1

12古　火［li♀　52・§　’17・2　，、、b。ni、の1蝋腰約すると，対1・軽砒拠て鞘

・　　　　　17　　レU　　　　　II晦　　　　δ　　　　　47．0　　　　　53．0

　　　捲羨　篠l　ll：l　ll：1　　　4・総占ll

　｛『『－r……角……ヨ砺…一r．語：一5…　　糊こ腺纏卸ついてLDH澗！k臨LDH　i…ym・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　およびSubunitの3藩の1；目関々係を検討すると，栄

　　　　　　　　　　　　　　　H　　　　M　　　　　純性給節性甲｝伏腺腫のうちコ獄イド腺願ではLDH活

　　　　　総　平　均　　　　　51．1　　48、9　　　　性値は建常傘鹿囲内で，濾胞状腺腫，管状腺腫では軽1愛
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　表12　甲状腺機能尤進癌の糸耀曳LDH　isozyme　　　　変化は認められなかった。一・：方これをsu1川nil靴以っ

　　　のSubtmit　　　　　　　　　　　　　　　　て検紺すると，単純性紬節1細ll状腺腫では一一般にH

　Struma　co110ides　mac：・ofoUicularis　　　　　　　tyPe　subullitの軽度増加している～』のが勢く，しか

　nonproliferalls　　　　　　　　　　　　　もHtype　subunitの増加1とLDH学爵｛ノk“1’〔〔Z）【溺イ蟻と

　N。，症　例　　　H　　M　　の間には必ずし棚らか鰍1齢認められ・ない・－Uこ
　　　　　　　　　　一㎜㎜…一　　｝””一…一』…　　　鶯状腺腫の1例がLDH活性他の商値な示し，　Mしype
　　1金　森♀　44・7　55・3　，。b、1。i，が勅1を肌た。と翻三目に附る，、

　Struma　colloldes　1ユ1acrofollicularis　　　　　　　　　　　　Ill状腺癌（乳頭腺癌）ではLDH活性値をよ　・般1二高

　proliferans　　　　　　　　　　　　　　　　　　　値を示すが，　LDH　lsozymeも全く1博有なPattem窟

　No，　症　　例　　　　　　　H　　　　M　　　　　示し，　subunitではMtype　Subunitの；榔り1庶増加

…噂 n「至「…軍…「τ喜…一』薦…　が認めらオtた・伽・あ1獣鵬ウ1のm珊融伽”僧

　　3鈴　木　♀　54，2　45．8　　撚Mty1・…b・mit蝋加に・1こって1鰍づ肪1・
　　4　依　　　田　　早　　　36・1　　63．9　　　　ている。

　　5永　　「［1　♀　　36，6　　63．4　　　　111状1瞭機能）’じ進症ではLDH活｛｛ll値は一般【∴高lli「轍

　　6　〒穿　　　　　沼　　　　♀　　　　　48．5　　　　51・5　　　　　　　示iづNカ㍉　LDH　iso2yn1僅　に耳」：lll：1犬｝1泉機白陽プG進昂｛㌍：～1「芋イ∫

　　7　柳　　　沢　　♀　　　33・5　　66・5　　　　のPattemはない。従ってこれ」：り鱒：lilしたSubtmit

　　8　坂　　　rl　　♀　　　50・7　　　49・3　　　　では対照とほぼ1司様の値を示すもの，　InyPし13ubullk

　　9和　1・日　♀　49・7　50・4　　洲1伽するもの，Mtyp・…b・・1しが増力1ける超）’：岱

　　1°染i　川　δ　48・1　5L9　が1沼められ，一綴の傾醐・、謝められな・・。
　11　　煮宇　　　　　堵ゴ　　　　♀　　　　　43．1　　　　　56．9

　12松下δ　35・764・3　　8．1血L溝のLD正蔵活憾傭および
　　　平　　　　　　　」均　　　　　　　　　43，5　　　　　56．5　　　　　　　　　　　　　　　　　　1sozy孟ne

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，LDH活性他
　Struma　co110ides　basedowificata
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a・鮒　　照　（健康人）

N・v盤＿例＿＿＿＿⊥．．＿⊥＿　欄の・備LDH活1蠕蕨13および図8の姐，
13草　　　間　　δ　　　32．1　　67．9　　　　22｛〕～375単位，平均290単位である。

14藤　牧　♀　45，8　5・L2
15落　合　♀　43．2　56．8　　測3　対照の1血胤DH活性値

16大　村　♀　48・9　51・1　　　No．　症　例　　　 活性億

18丸　i⊥，♀　・・．6　53．4　　1、．関　♂　　22°
17近　藤　δ　46．3　53，8

＿＿一＿＿＿．．．．．．．＿＿＿一．＿＿＿＿＿＿＿。＿＿＿ @　＿　　2’呂　 月1δ　　240
　　平　 均　 43・8　56・1　　 3五十嵐ε　　250
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　篁1現　　　　　　　　日　　　　　δ　　　　　　　　　　　28Q

Sturma　parenchymatosa　basedowiaaa
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5れ亘　 Hi♂　　280
Nα症例　　 H　．M　　　6米　倉♀　　290
19北　沢♀　47．7　52．「　　7小宮1⊥1♀　　3°°
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　金　　　　子　　♀　　　　　31020　　高　　　　　雀喬　　　　♀　　　　　　42．6　　　　　57．4

21岩　島　♀　48．4　51．6　　　9米　禽　♂　　35°
22小　林♀　5・，9　趙．2　　1°塗＿＿，木．δ　＿3二臥＿

平　均　　47．4　52．6　　　平　　均　　　29°
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b．単純性結節性甲謁尺腺腫

　　　　　　　　　　　　　H　　M　　　単純1生纈融刷犬腺脚5例噸清LDH澗‘蹴は

　　　総平均　 44．3　55．7　 表14および図8の如く，215～380単位，二iia均306単

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　位で，全例がほぼ疋常範囲内にある。また組織練と血

増加を認める。しかしながら，単純性繕節性甲状腺腕　　　清LDH活性傭との間には特別な関係は認められな

のLDH　isozyme　patter11には対1照と比較して特別な　　　い。
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　表14　単純性結節i！lこ叩状腺腫の1僻1琴LDH活性値　　　　　　c．甲｝伏腺癌

　　コロイド腺唖　　　　　　’　　　　　　　　　　　甲状腺癌1〔｝例の組織像はコ≧例乳頭腺癌であるが，そ

　No，　　症　　例　　　　　　　　活性値　　　　　の1血Lli骨至LDH活性値は塾115；1冒よび図8の如く，240～

　　1　　市　　　　村　　♀　　　　　215　　　　　・mO単位，平均305単偉で1例び）みがやべ’高催を示す

　　2渡　辺皐　 220　 が，他の9例は【ピ常範［11：1内にある，、

　　3　　植　　　　原　　　占　　　　　　23〔｝

　　4　　侵　　　　沢　　♀　　　　　260　　　　　　　表15　　111状腺癌の【打L清LDH活性値

　　54、　1オく♀　　3ユ0　　　　 ．．　　　　．．
　　6　村　　Eu　♀　　　360　　　　Nα，一些，＿貿l！，＿＿　．癒胆些＿，
一．．7　にIL．．、－1こ壷．．．凱一．．、＿3寧9－　　　1有　　賀　♀　　24（1

　　　　5F：　 均　　　282　　　2蒙欠　 垢〔♀　　255
　　濾胞状腺腫　　　　　　　　　　3　竹　　画i」　早　　27【｝

　　91工1　茸亘二♀　　32〔｝　　　6う戯　 11套♀　　310
　　10　　　誼r　　　　　　火田　　　　～～　　　　　　　　　320　　　　　　　　　　　　　　7　　　．iヒ　　　　　　　イ木　　　　δ　　　　　　　　　　320

　　118二日　llr早　　34〔｝　　　8勤ξ　［し；〔お　　330
．＿望＿『．迩　　＿勘．．早　　　　355　　　　　　9　村　　　田　　♀　　　　3瓢）

　　　　平　　　　均　　　　　　　331　　　　　　　1〔｝　・F　　　塚　　♀　　　　　・10〔｝

　　管状腺腫　　　　　　　　　　　　平　　均　　　　305
　No．　　　症　　例　　　　　　　　活1｛k値

｝百… Pゼ……1ボ．一一ぎ一　一…舗’　． @　d…酬職能プG灘
　14　上　　　厘　　♀　　　　29｛｝　　　　　ill状腺機能jt進症18例の血清LDH活i：k値は爽16お

．一』旦一＿＿雄＿．．．＿遜i．　．♀　，　　　305　　　　　よび図8の如く，1那～38｛｝羅1・L総平均308単位で1

　　　　平　　　　　均　　　　　　　　285　　　　　例のみがや・や低値を示すが，他の17例は111備範聞【勾に，

　　　　総　　平　　均　　　　　　　3〔〕6　　　　　ある。また甲状腺腫の組織橡と1血L清LDH　I舌性侮との

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間には明らかな関係は認められない。
　Wrobbwski

単位
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　ヨゆ
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ま9Ω

　　¢．小　　括

　以上述べた者種「li状腺羨患の血清

LDH活性偵の成績を要約すると，甲状

腺癌の1例がやや高値を赤iし，甲状腺機

能冗進症の1例がやや低値を示したほか

は各淡患ともに全例jri常範i曲ノヨにある、、

2．　LD｝I　is【，zynユ嘘ゾ）ラ｝1肉i薦fク♪込餐

　　1　　　　’　　　　°眠　゜　馬ノ　，　　　　覧　’覧　，　」

　　1　37，5～55．4％平均、婦．5％LDH，，14．9

－＿
v

　　　　　～24．2％，　、F均17．9％，　LDHy　2．（う～5．8

轍　％…陶4・％LDH・1・8燗％・平
｛・蜜　　　　均2．9％であってLDH】【＞LDH　I＞LDH皿
記3
　　　　　＞・LDHw＞LDHvの順をこ高い。

　　　　　　　b．単純憾結節｛ゴk甲状腺腫

　　a．対　　照　（健康人）

　対照として健康人1Q例についてlf［L清

LD｝I　i5c）zymeの分画丁三f分率を測定し

た。その成績は表17および図9の如く，

IDHI2’弓．9～35．9％　平均303％　IDH五

図8，　　甲状腺疾患の血溝LDH活性lf直　　　　　　　　　　　単純性糸［！i節性Iii状腺腫15例の血清
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表16　甲状腺機能）℃進li1三のlnエ清LDH活性値　　　　　　表17対照の【liL清LDH　i5【蹴y且11e分画百分墨

　Strunla　colloides　nユacrofollicularis　　　　　　　　　　　　　　No．　　星1貰例　　　　　　　　　I　　　　l［　　　臓　　　IV　　　V

1脚「°llfe「alls @　　　　　『1i7』』嘱デ…i｝籔：ゑ一証6‘．漉『5レ』1；「2．・

Nα　症　例　　　　活性値　　　2宮川δ　30．54L219．25・6：L4
　1金　森　♀　　31・　　　3汁卜嵐628・847・617・14・71・8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　し｝夢l　　Ll　δ　　 26．4　・17．1　15．7　5，8　5．O

St・um・c・11・id・・11・a・・。f。lli・・1・ri・　　　　　5池川占　23，955．・口S．2：；．32，2

p「°life「ans　　　　　　　　　　6米脅早　：15．642．51　，93．5：1，瓢
Nα　　　　症　　　例　　　　　　　　　　活性値　　　　　　　　7　小宮ill　♀　　35・5　・10・8　1斜・4　2・‘｝　2・σ

　　｝　　　　一　　．　　　　　　　　　　　………ゆ　　　　8　金　　子　孕　　31．4　41・9　20・｛｝4・8　L9

2松　ドδ　　195　　9米愈ε35．937、518，84．7：1．1
3石　川占　　22°　　1。森本古3・．8卯．715．83、13．1

　4　　　　食反　　　　　　　01　　　　♀　　　　　　　　　　245　　　　　　　　　　，　　　　　．、＿，＿＿一＿＿．＿．＿＿＿　＿＿＾＿＿＿＿＿．＿＿、＿．．．T

　5　　　坂　　　　　　　ロ　　　　早　　　　　　　　　260　　　　　　　　　　　　　Aド　　　　　均　　　　　 30．3　　’14．5　　17、9　　4．4　　2，9

　6　　　　不口　　　　　　　　旺1　　　　♀　　　　　　　　　　　3｛〕5

　7倉　 不i♀　　305　　　【
　8氷　　田　♀　　325　　　％
　9鈴　木♀　

340

　10　柳　　　沢　♀　　　　360　　　　　70
　11　　　　’階　　　　　　　　）ll　　　　♀　　　　　　　　　　　370

　　　λi義　　　　　　　均　　　　　　　　　　　　293　　　　　　　　　　　60

　Struma　col1Qides　basedowiflcata

Nα　症　例　　　　　活性値　　　　50

　12近　藤♂　
255

13藤　牧♀　　・2・　　40漏
　14　　　4な　　　　　　［勾　　　　♀　　　　　　　　　360　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　15　丸　　　III　♀　　　　　36‘｝　　　　　30
　16　　　平奨　　　　　　 」卜　　　♂　　　　　　　　　380

　　　平　　均　　　　335　　　20
S、＿p、，enchym。、。，。　b、、，d。wi、。。　　　　　　　　＼

No．　　症　　例　　　　　　　活性値　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿．一．

17　　　　4、　　　　　　　林　　　　早　　　　　　　　　　　280　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　＿

＿＿廻＿－L－．沢♀　．．35（！　　
　　　　平　　　　均　　　　　　　315
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図9・　対照のlnL清LDH互sozyme分画断分率
　　　　総　　平　　均　　　　　　　　308

・DH・，。，ym。の分蛸鰍・表18お、び1・i胴1，　c“［！1燃1　　　　．，
12，、女IK，　LDH、21．、一，7．。％，鞠29、、％，、DH五　1『1状麟1°伊IP）麟LDH　is°zymeの分醗1分串

37．9～55．6％，、欄45．晦LDH。8潟～22．5％，欄　厭19・はび図13の奴，　LDH・27・5～3・脇・働

・7．2％，LDH。1．8～7．・％，平均4，696，　LDH，・．9～　3〔L3％1　LDH・39・個6・‘’％，糊42・3％ゆH・

5，0％，平均3．O％で，いずれも対照とほぼ同様の1」虻績　　　1・L6～22・9％・’ia均18・7％　LDHw　2・5～7・6％・平

を示している。またLDH　isozyme分画百分率を単純　　　均5・1％・LDHv　2・0～5・0％　平均4・0％7ぐ血休的な

性結節性甲状腺腫の組織像別に検討したが，各組織像　　　pattemは対照とほぼ岡様であるが・各分醐の平均値

による1〕atternの相違は認められず，いずれも対照と　　でみるとLDH瓦の軽度低下とLDH皿，　LDHvの軽度

ほぼ岡様のpattemを示している。　　　　　　　　　．L昇が誌められる、、
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表18 蜥桙P辮灘勤瞬i守LDH　　％

ロロイ　ド腺腫

Nα　症例　　　　　　　1　　　∬　　　皿　　IV　　V

70

1糊ll捌1：1指：ll：ll：1　6・
3　イ崔〔　　［曳｝〔　δ　　　30．8　38．7　20．8　6，3　3・・1

4　　」蓬　　　～尺　　　♀　　　　24，8　　52，0　　18・4　　4・1　　〔｝・9　　　　　　　　50

5　　4、　　1木　　♀　　　　25．2　　41．9　　22・5　　6・5　　3・9

6　　イ寸　　　旺1　　♀　　　　30．8　　47．6　　15．4　　3，2　　3・0

7中村お32，24・・118・45・1｝±9　40
伽ド　　　　　　」勾　　　　　　28．5　　45．5　　18．3　　4．9　　2．8

ミ慮月包｝伏｝」泉lhll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30

No．　症例　　　　　　　1　　　旺　　　ml　　IV　　V

r「τ1禰　一♀r6r44、鉱4隔』L183．・　20

　91：11　ま亘♀　33．537，91～〕、35．93、4
10　　1虻　　　火田　　♀　　　　31・3　　42・〔う　　17・4　　6・1　　2・6　　　　　　　薯0

11　　0I　　lll　　♀　　　　37．0　　47．～｝　　8，2　　2．7　　4．1

＿12毒島♀　2埼．照、6、1し㌔o訊・、2．2・8

　平均3【）．746・115・8・Lll｝・3

　管状腺腫

濾胞状腺腫

．〆

’／

＼

．　　　　　　　　　　　　1　1工　皿　w　V
No，　症例　　　　　　　1　　　更　　　皿　　】V　　V　　　　　　図11・　峨糸屯i生結節｛ゴkl幽［1状腺腫の1血L清LDH

コ覇旧r言｝一扉1マ「君下闇薦闇『ラゐ…榔　　　is°駕yme分画百分率
14　　」二　　　勝〔　　～～　　　28．0　　51．｛｝　17．0　　3．O　　L〔⊃

15　　侶三　　藤　　♀　　　　35．0　　42．9　　14．3　　3．6　　3，5

平　均　3°・2捌17・14・53・2　％

1　皿　皿［　IV　V

総平均　29，645．617．24．63．0　　70
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管状腺腫
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　＼＼＼
　＼、　、一＿
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　　工　11　11　1V　V　　　　　　　　　　　　，
図10，　単純性結節性甲状腺1匝のln1清LDH　　　　　　　　図12・蒸｝鎌lti｛三h結節性甲｝1犬腺腫の1瞬1￥LDH

　　isozynle　ク♪1画筥分率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 isozyUle　ラ」L嘩！n萄「クテ率

工　I　III　W　V
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　衷19　甲状腺癌の．1〔1L清LDH　isozyme分醐百分；尋く　　　colloides　macrofQUicularis　pr‘．｝1iferI川s　群∴2例，

N。．症例　　1　皿　nl　W　V　Strum・c・11・kl・・b・｝・・d。wifi・・｛・・に2f列認められノご

・一
@　一…一一一一・一・一一一．一・一一一・　・　．…「・一一一一・一・…一…一・一一・一　・．・　　　1虫タトOよ’1寺”1」ノよ1りLレ己々よオ£し㌦コ

エ腐窒1o♀27・544・918・8‘L3　iL　3　　。．小括
講糊ll：1：詰：lll：照：ll：1　鵬べ焔種甲・膿軸鯖1・・11瞬・醐

　　4小沢早31．239．422．92．83．7　1蝋を〕要約する・｝・，紛II　iび）’陶佛賂蹴・1・二・」：…『ご

1遠原藤ll蝦1：1｝1：ll：詩：1　表・・IP：騨・脚症の・・1・・1・・一・・一

7北林、～28，、4。．921．25．54，、　　頒1・1・U｝率
8　　荻　　　1真i〔　　ホ　　　　32．0　　39．0　　22，7　　2．5　　3，8　　　　　　　　　Strしu11‘L　cく，11Qidos　nlacro£りlliく見dさu噛is

9村田♀　29．445，81S．37．64．g　　I1。・王…lif・・ans
lo　手　　塚　　♀　　3L　8　4L6　14・6　7・｛〕　5・｛｝　　　　No．　症例　　　　　　　1　　　1【　　Il［　　nr　　v

平　均　30・34・2・1う18・75・14・1）　　1金森♀　二｝7．｛う46．312．3ぼ．21．8

％

70

60

50

40

30

20

Struma　c（jUQi（1¢s　nlac1・⑪f【）llic1」la豊・i8

P1°olife17乙1nξ弓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No，　症例　　　　　　　1　　　皿　　】ll　　】V　　V

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2松一’ド♂　33．14L317．45．03．：3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　畢f　　川1　　δ　　　　35．0　　43．6　　14。1　　5，5　　1．＄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　飯　　Ill「　♀　　 25，4　42、4　23．7　5、1　3．4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　坂　　　口　　♀　　　　26．2　　49，2　　19．0　　3，4　　2，2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　不0　　　1王1　　♀　　　　22、0　　50．7　　藁9、：雪　　5．6　　2，4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7窪ξ蓼 不i♀　32．042、319，03．53。昆

、　　　　　　　　　　8永田孚　29．144．8．18．16．2L8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　≦冷　 フ1く　♀　　21，8　47、1　22．3　5．3　3、5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10　イ卯　　汀疋　♀　　 31，5　35，0　22．0　9、0　3．0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　　’窩　　　刀［　　♀　・　　32．4　　33．8　　19．1　　7，4　　7，レ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均28．843．019．45．63，2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Struma　colloides　basedowificata

10
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　症例　　　　　　　1　　　皿　　　ll【　　W　　V

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12　　近　　　ヌ康　　6　　　　32．4　　39．1　　20．1　　6，9　　1。5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i3　　1鰹　　 生女　　早　　　 30．1　　50．8　　12．8　　5．2　　1，9

　　　　　11HI］VV　　 14竹内♀2L553．01、L36．54．7
　図13，　甲状腺癌の1丘L清LDH　is〔端yme　　　　　　　　　15　丸　　1【1　♀　　2・1・5　49・1　2【L　8　3・8　1・8

　　　　　　ク｝麹「面分訴ζ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16　お～　　りト　6　　 30．9　35．｛｝　26．7　4．2　3．2

　　　、．撒騰能雌　1三　　　　　　1’「　均　27・945・418・95・32・6

　rl1状腺機能冗進症18例の血清LDH　isuzynK…の分辿i　　　　　Struma　Pa1’enchym飢osa　basedowiana

百分率は表20および図14，15116・17の如く・各分画　　　No，　症例　　　　　1　　∬　　1旺　W　　V

の総平均値はLDH　I　29．3％7　LDH瓦43．7％，　LDI玩　　　「．……一一一一．．…　一一．．．．一「「．・一一一』・…一一一一一・・一…　－

19・・％，・DH・ 秩EDH・…％で・－！・轍　｛1：1－llll：1：111：lll：ll：ll：l

pattemは対’照とほぼ同桑羨であるが，各分画の平均催〔　＿　一．．．　　　　．　．＿＿＿．．．．．．．一＿＿．，．＿＿．．

でみるとLDH　Iの軽度低下とLDHπ，　LDH皿の軽度　平均30・742・422・34・52・1

上昇が認められる。LDH　isozyme分醐百分率と甲状

腺機能充進症の組織像との関係について検討すると　　　　　　　　　　　　　　1　　五　　111　W　　V

図15量16の如く，LDH証のやや低い疵例がSヒrtlma　　総平均　 29．343。719．05．22．8
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図15，曜状腺機能充進症の」丘L溝LDIi　isozyme　　　　　図17．甲状腺機能冗進症の1鯨育LDH　isozyme
　　　　　ク｝画貰fク｝率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク｝画百ク｝尋｛
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多少の変動がみられるが，企体的には対照とほば111様　　　　表22単純性結∫lij憾甲状腺IMIの【llL清LI）H

のpatternを示す。　　　　　　　　　　　　　　isozymoのsubしmh

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロロイド腺腫
　　　3．LDH　isozymeのsubuni亡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．症例　II　M
　　a．対　　照　（健康人）　　　　　　　　　　　　　　一．一一一　・一…一・一一一一…一…一「一・一一一一

　対照とした健康人10例の血清LDH　iso2ym¢α）　　　　lll∫　　村　　♀　　78，5　　2L5

，、b、mit腋21の奴，Htype、。bu。i・とM・yl，。　　2渡　辺　♀　β9・（l　l姻

・・b－・・咄・糊…2・・磁・　　　頓｝〔1；1：lll：1

表21対照の備LDH　i、。、ylユ、。の，、b。it　　　5小　林　？　｛弓9・5　3°・5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　1寸　　　　　　01　　　　♀　　　　　　75．‘｝　　　　　25。（｝

　No・症例　HM　7中村δ72．827．2
　　1　　　　i莫」　　　　　6　　　　70・3　　　　29・7　　　　　　　　　　　 ・1～」　　　　　」勾　　　　　　 73，｛｝　　　　27．1｝

　　2’寓　　）li　δ　　72．4　 27．凸

　　3流＋嵐　δ　74．2　25。8　　　1劇包状脚lill
　　4　劇1　　　　日　　　＄　　　　71・0　　　　29・O　　　　　　　　　No．　　茄tξ　　　伊咽　　　　　　　　　　1｛　　　　　　N【

　　5　　学也　　　　　 lll　　　δ　　　　　73・9　　　　　26・1　　　　　　　　　馳　“　　　’　…　1ヒ…　…　…

　　6　　米　　　　　ズi↑　　　♀　　　　　75．8　　　　　24，二～　　　　　　　　　　　8　　i自i　　　　宅需　　　　♀　　　　　74・6　　　　　25・4

　　7小宮ll［♀　76．。　2，L・　　　9田　∫亘　早　73・1　2｛号・9
　　8金・子　♀　74．・　2｛う．・　　　1°幽・Lゴ　畑　孕　7：3・5　26・5

　　9米　倉　6　7・i．6　25．4　　ul・U　ll覧皐　77・7　22・：3
　　1・森　本♂　75．。　2・．・　＿鑑堂．．．一．1琶＿駈＿搬，＿望7・1

　　　　平　　均　　73．7　26，3　　　　平　　均　　74・2　25・8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管状腺腫
　　b．単純性結節性甲状腺腫

単縦獅i｛鞘犬｝顯15例の・備LDH　i…ym・の　＿坐・1鮭例＿．＿＿，＿濫＿＿亜．

subunitほ炎22の如く，Htype　subunitとMtype　　　　13　山　　　崎　　δ　　　69．5　　　3｛〕．5

subunitの比は平均73．6：26・4で，対照と全く同様　　　　　　14　上　　　　原　　　♀　　　75．5　　　24，5

の値を示す。単縦L景，・1節性ITI状腺！勲）憩L織像と1備　　 15佐　藤　♀　75・8　24・2
LDH　isozymeのsubunltとの関係を検鮒したが㌧11il∫　　　　　　平　　　　均　　　　　73，5　　26．5

者の間には明らかな関係はない。

　　c・甲状腺癌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H　　　　M

l隙撚i1°例の1備LDH　is°呂ymeのS“bmlltは　ヒ　総平均……ジ31｛ξ曲’26∴皇’』一｝

表23の如く，Htype　SubUIlitとMtype　SubUIlitの

比評均72マ：27・3であ・6i照とほ醐様の働　表23・II撒癌の備LI）1・1，。、ym。、、，．b，、1i、

示す。

　　d．甲状腺機能プ磁症　　　　　　　Nα昂｛例　　　H　　M
　甲状腺機能寛進症18例の血清LDH　isozymeの　　　　　1有　　　賀　　♀　　　71，7　　　28，3

subuniUよ嚢24の如く，Htype　subullitとMtype　　　2萩　　原　 ♀　　75，8　　24。2

subu111tの比は平均72・9127・1であって，対照とほぼ　　　　　3　竹　　　前　　♀　　　70・6　　　2E，・4

同様の値を示す。　　　　　　　　　　4小　沢　♀　72・9　27d
　　，．小括　　　　　　　’　　5　原　　♀　73・1　26・9
以」、述べ酪樹・状腺総の1備LDH　i、。、ym。の　　6遠　藤♀　72・9　27・1

・…蜘聯要約す・と洛雅・鯉もに襯　 議麓1；1：lll：1
ほ嗣働成徹示す・　　　　　　　9村　田　♀　73．3　26．7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10　　司F覧　　　　　塚　　　　♀　　　　　72，1　　　　　29．9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3F　　　　　鷺ヨ　　　　　　72．7　　　　27．3
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　表24　甲状腺機能尤進症の1nL清LDH　iso揮me　　　　　い。

　　　　のSubunit

　　Struma　colloides　macrofollicularis　　　　　　考按
　　nonprQliferans　　　　　　　　　　　　　　　　　LDH　Iよ補酵素NADあるいはNADH2の存在下でピ

　　No．漉例　HM　ルビン酸と乳酸の閥の反応を了lr逆的に触媒する角縄！1系

…丁蓋　蒲…藁…葡…「江r一　難σ漏1予鰐灘畿烈建糠讃績灘

　　S叫ma　c・ll・id・・1・…。f。】li・・1・・i・　　　・附るLDH　i・。・y…に関いGよ脇謝・，　K・・pl・・

　　p「°11fe「ans　　　＿　　　ら・・の幸臨があるが，甲状｝逝1組織におけるLD碍1身

　　No・　症　　例　　　　　　　H　　　　M　　　　　｛ノk値とLDH　is〔，zylneとの関係ならびに組織LDH

　　　2松　一ド♂　74．。　営6、。　　i・…ym・・と【備LD｝l　i・。・ym・抑1縣・一・し・て追

　　3　石　　　川　　♂　　　76．1　　23，9　　　　及した報で鏑よ少ない。まず各種甲状腺組織に，票δける

　　4　飯　　　　lll　　♀　　　70．3　　　29，7　　　　　LI）li活性他について考察すると壷　単純性｛ill櫛コ性甲状

　　　5　坂　　　　口　　♀　　　73．5　　　26．5　　　　　朋乏腫において々よ澱胞状腺腫lr写よび管状1腺11卿よ対具賦なら

　　6和　　　田　　♀　　　7L　1　　28・9　　　　びに；1ロイド腺腫に比較してやや高仙を示し，甲状腺

　　7漁　石　♀　7・口　25・9　　癌・卜・よび甲状撒能，ブ幽、猷翫い榊・1赫す．訪
　　8永　川　♀　73・3　26・7　　1、窺糊・撚の蝿・・）の繍とほぼ一鯛一るもの熾，
　　9鈴　木♀　欄　3°・・1　るゼ・拠1　櫛髭ではωH欄．伽．瞬していると

1濃1，llll：lll：1　・れて…が16一貼繊・壁・で。・・隔癌嚇

一一一一一一一一・・一一一一一一一一…一一一一一一一一…一… @　　らず甲状腺機能プむ進症においてもLDH酒椴値昏よ上昇

　　　　平　均　　72・2　27・8　している．。の。とは拠1遡llH1・・も蹴騨鵬確

　　Struma　colloides　basedowiflcata　　　　　　　　　認してお1），その成絨に」：れば解粗彗系酵素によってピ

　No．　癌　　例　　　　　　　M　　　　H　　　　　ルビン酸まで分解された糖質は癌では季L酸として蓄積

「『齋｝屡｝ボ㎜禰…li「　認臨II糠難藁膿藻繍讐鑓霧
　　14　竹　　　内　　♀　　　70．0　　3Q、〔｝　　　　え．られる。蜘二実野邑15）の組織呼吸の成績をみても甲状

　　15丸　ILi♀　72、7　27．3　　｝職能フ騰症の組織呼吸顧1；閃腺癬上徽して薯しく
　　16　浅　　　井　　♂　　　71．6　　　28．4　　　　充進しているから・この成績によってみても了解され

　　　　．7｝一＾一　脚…『『｝『一．‘一一　　　　　　　　『騨一一｝　一　　　　るo
　　　　轟F　　　　　　　均　　　　　　　　　72．7　　　　　27，3　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LDH　lsozym¢についてほPfleider¢r6），　Vesell20），

　　St「uma　Pa「enchy・…し・s・b…d・wi・・1・　　　K・pl…）ら恥筋ではLDH、駐体を占め，骨1醐

　No。　癒　　例　　　　　　　H　　　　M　　　　　ではLDHvが掘体を占めており，その他の組織はそ

　　f苅7｝…課｝一ず｝「1灘…』薦「』一一　の「醐の種蝋p‘畑・を示し一購こより鐘舗の

　　18北　　　沢　　♀　　74．1　　25，g　　　　pat撫rnが認められると述べている。正常甲状腺組織

　　　　　　　　　　一一一一　　　一一・一一一一・・一一　　のLDH　isozynleについてはPfleiderer6），　Wr6一

　　　　平　均　　73・8　26・2　bl，w，ki・・）肋鮪があるが，。れらは、、ず渦鞘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の成績と類似のiSQ呂yme　patternを乏云している。
一＿．＿＿＿＿．．．＿．丑＿一＿竺＿．．　栄糸轍櫛｛岬、i犬腺腫のLD田，、Q，，m，1こついては

　　　　総　平　均　　　　　72・9　　27・1　　　　著者の成績によれば，牲殊な1例な除外すれば対照と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほぼ同様のpattemを示した。　Kap】an8）も甲状腺の良

　　　4・総括　　　　　　　　性腫梛職のLDH｛・。，ym。について魔付し1撒腺
　各種甲状腺疾患の血清についてLDH活性値，　LDH　　良性｝盤瘍組織のLDH　i5Qzyme　lよ正常甲状腺組織のぞ

iSozyme，　subunitの相関関係を検討すると，単純性　　　れに類似のpatternを示すと報皆している。著着の単

結節性甲状腺腫，甲状腺募幽，甲状腺機i能充進癌のいず　　　純性結節性甲状腺1猿のLDH　isozymeの15～績では一般

れにおいてもLDH活性値・LDH　iso2y11〕e，　subunit　　に対照とll・］様のPatt。rllを示すが，管状腺腫の1鯛は

は対照とほぼ同様の値を示し，特別な変動を示さな　　甲状腺癌と類似のisくDZy1鵬patternをガくした，ただ



38一ぐ218）　　　　　　　　　　　　　　　　　f・1’州医誌歪ll職
しこの瀞ゆ糸LL織1蜘、Lド・・般¢）管状　纈戻刈織像とオ・　る。籾≦f’fl・id・…6）け・’1珊筋のLDII　i・。・yl…£・’

もむ諦異にしてオ、り，」、皮細包の励化・凪餅1、頭　灘t三しLI〕｝1・洞［嫡とす羅1・硝El角牌煎哨

）蝋グ　1：が認められ，その，徽納1瓶1よ1獣　泉1融り　i・・U・r・イ・ご・Fl．六・と111べ一鉱二1’ア櫛｝∴㎏1い【♂：け

は，むしろ甲状腺機能充進症に類似した所見であ嵐、　　LDHwを最高とするi〕紺tlrn宥姫で1乱ト‘1いイ㌦従っ

一つゴ1平1状腺機能瑠態症のLI）H　i…ym・1・・tt・r・につ　て，耐・ら・り11階・撫』llけるこ：と｝　∵e・え・い・1・1筑ら

いては後に詳しく述べるカ～，その【，・tt・mは弼・仕　才iる・

ず，なかには甲渕胸、1’…と類似したP・tt・r・を示す・』の　　LI）H　i・・，・ym・。・けでにll昔串：・い“燃・‘・～”眠，

もあるがこの管状腺腫の例1は臨爆的｝こはeuthymid　　lhypeとMtyix，のsubmlit〆1・ら蹴り・・1の2．，

であるから，姻・11なる機1・量二によって．椴と異羅・LDH　の・・山幅tび・k加m・rであイμ読かAl脚1・軌

is。、ym・p・tt・m赫1．たか明らかではな、・が，興味　K・pla・4）らに・1：つて螺疹・けll・濱：いる’，1「凋騨論

ある1f列とう杉えている、，　　　　　　　　　　　　　　　　　　に，従メヒ．ばLDHユ‘、1；H4，　L】，Il」【壱IL　II：IMh　LD！1測は

悪性腫瘍組織のLDII　i・。zyln・に関1．てSt・rkw…　　H・M・，　LDH姻・　IIIM…i」）1「lvはM4からllll成柿

tlher22）は肺擢1，白i血L病などにっいてLDH皿の増加な　　　ている《二とに次る“そ1∵〔3測シilした各hll，κymcをL

認めている。またz・n・1・践23）麗｛蝸瘍ザαよLDH恥　　記の・・1・川毘1itの構成聴il瀧従つてIRyP・…1川・u

LDHll【，　LDHwの増加がみられることが多いと報告　　　とMly1掛su1｝unk，も1鳳分けてlb瞠験1｝雪寸るrl二，単

している、，一方Pfleiderer6），　Kaplau臼）らは種・≒のlll〔　　純性結節｛’L甲状腺腫1・i∵・般にII［yPI・：柑1｝iu讃の蝿

発生悪挫腫瘍を検索1ノ，LDHwオδよびLD｝lvの増加　　　度増加がi認められ，甲1姻1｝1癌はMlyPし脅Sl山tmilの

がみられると1剛1子している，，以上の如く悪性腫瘍の　　　博し・い増加が認められた。1賦た甲状1腺機磁∫しlj伽卸ξ二は

LDH　isozym戯こ関して1よLDH頂をIll心とした増加が　　　対照と類似の成績胤示すもの，　H　type　sl重bmlRの増

みられるという説と，LDHwおよびL工）Hvが増加す　　　加’ダるもの・MtyP¢5ubunitの1韓〃燃【1≧すものなど

るという説とがあって，見解は必ずしも一・致していな　　　があって・一・矩の傾回を添さなかった、，1二の騒ubu竃Lit

い。…瀦のi撒に供した醐犬腺癌隠例が乳頭腺夢幽で　の増減はLD珊甜“鮭対’比して搬なけ揺ボ雄ぬ

あるが，その縄、齢DH　is。・ym鉱k　mH・，　LDH・，　し・・例えば甲状｝1泉癌とfll状腺機蹴遡・llはいずれ4・

LDH】Hの低下とLDHwおよびLD厳vの増加力認めら　　　LI）i1活1！ii値のr藷しい」，隔ご認めるが・甲状腺癌にお

れ，さきに述べたPf正・id・r・・6）・K・pl・・8）らの1燃と　けるLDH澗’i弛の，1二歩猷MtyP・s・b・・iIに」〔るも

ほば一敏している。繍iL織におけるLI）H　i5。・y・u。は　のであり一rll伏腺機能’雄症におけ《聾1・DI｛湘燃の

Pfleiderer6），大橋24）ら4，述べている如く，癌発生1り1　　上｝些はHtype　subUniし疏）増加1こよる、凝ヒ；1織｝り，

組織のLDH　lsozymcのみならず，癌細胞の分化度と　　Mtype　SubUnitの増力liにJl為こともあ・ゴζ，　・黛し

も関係するものと考えられる。従って癌組織のLDH　　　ていない。

is◎zymeを比較検討する場台’にほ，各臓器ごとに，オ三　　　以」：甲状腺組織に；｝舖ナるLI）｝1活性値ならこ1．鴛LI）H

た癌の組織像も考慮して検討すべきであろう，、　　　　　ls鰯ymeについて述べたが，つぎに同・患滑〃⊃i顛1劉1

　甲状腺機能充進症のLDH　iso恥・m¢について1よ・署　　　におけるLD｝Ul1忌性値ならびにLI）H　ls‘｝3ymeについ

港の成績に．よればLDH皿をf恨醐とする正常甲状腺組　　　て考需誓すると，まずlnL清LDII活樵値にぐ）いて1よ195・1

織のpattemに類似するものと，　LDHyを最高とする　　　年Hill27）が悪｛’kl】；度瘍患蔭｛こ活｛！桶1’1の上￥1射ゐ1，のン』多

甲状腺癌のpatternに類似するものとが認められた。　　　いことを報告して以葛　各1亟疾患について数睾べの｛lll

しかしながら羅鈷7）らは，かって甲状腺機能JG巡匪dlで　　　｛1’がなされているエ，　WrQblewskiIDは心筋梗塞におい

はLDH瓢，　LDH珊，　LDHwはほぼ同傭を汚≒すと報告し　　　て，　ErickSe1128）露9）は白1血し病に：｝5いて，　H〔m1鋤垂jJil：突

たが，最近でば著者とほぼ1司様の成績を幸艮告してい　　　にオδいてそれぞれlll正清LDH活｛’i二値のL昇を隈告し，

る2δ〉。　甲状腺機能プ〔進疵のLDH　iS砿ymeが一一・．運の　　　診断的意義を認めてい茅，

pattemを示さない原陽として，本症のlll状腺絹織で　　　　際譜は各種111状腺疾患に「・ける1〔1［渣LDII沽｛・｛．値｛．

は1血L管の発達がきわめて良好であり，また教窯の松　　　っいて検討したが，その成績はlll状瞭癌の1例かやノ、・

田26）も指摘している如く，間質結合織の増生，リンパ　　　高値を示し，甲状堰舞機能ノ℃進症の1例が樗・や低催な示

球浸潤およびリンパ濾胞の形成など間質反応が著しい　　　すほかは各疾患ともに企例正常範闘に茜うることヵ’il卵婁1

症例もあるので，著者が測定した甲状腺組織のLDH　　　した。すなわち甲状腺疾患におい・（は1血1濾LI：》H活｛・1三

isozymeの中には，，これらの間質組織のLDH　iso…　　　値は明らかな変化を示さ蹴いのて・、血溺U》H酒挫論茗l

zymeが奮まれる可能性もあることなどがあげられ　　　の診断的　滝は」1≧くないものと考えられ嵐、
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　つぎに舗押状腺疾患に㌃琳る鮮まL測i…yme　増力ロが認められゐが，甲；1犬鵬獅はM亡y1畑、b、。it

につい℃糠すると謝矧玉ともに欄駄の緬サH）H　の増加曙しく，1獣膿働磁1111ではIl　tyP、

i…ym・とほぼII・］様の1・・ttern”を示し．ている。この　・・1…il・が1甑けるものと渦伍typ・・ub・・itが∫ll伽

成績と甲状腺糾糸哉におけるmHl…ym・1蝋・mと　する星、のとが，忍められる、，

を比較検討すると，甲状腺癌㌃εよび甲状腺機能．lt：進症　　　　4．甲状腺疾患における血清LDII活性佃1〔は甲状腺

では組織iSQZyme　p五巳tterl1に著しい変化がみられる　　　癌の1f列がやや高値煮f示し，1・1・1状［腺機能，t謎皇lll三の1例

が・このi・。・yme　P・tter・¢｝：患者の血清i・・，・ym・　桝や働「〔価｝け、渤軌全例正撃i髄iUl内　物る。

PaUemに’iこく図1り乏されていオ貢いボづ」他の疾患に：卜∫　　　　5．甲状ll泉疾患に胴ける【nl清LDH｛S｛）zymeは菟・．例

ける1購LDH　i…ymd一ついて：蝋llll拷鋤f汰　対照、11・1胴撫）P・tt・…赫し．，疾患に1：≧31賄な

うと1心筋梗‘鵬　肝炎窒亭に霜いては4’糾∫なis｛⊃zy皇11e　　paitcr11は認～ゐられない、，

p…↓tternが認められ，心筋梗塞に　「δいてはLDI．11お、1：　　　　6．1「i状腺疾想における血溶LDH　16（）z｝・m¢の

びLDH兀が，肝炎で1よLDHvが増加する・1二とが鱗1ナ　　Sl．lhlmh：は全例対照、とほぼ同様の成績を示す、、

されている2D31）蹴）34）37）・また劇」陶易についてほ，　　7・すオGわちql槻締1季哉のLI：）H活1緬・l　LDII

l1幡…では大畑う35）…・胤ら鋤はLD｝11・・．LDHw・ノ）増　i・。・yme　l・・tt・m・砿びi・。・ym・s。b，1。itなど1路

加を・働ている・－／」牟寸はU）1臨LI）H・の」曽加掴巨　鶴にし，，てそれぞれ蹴貢っ勧気繍・示すが，備び）

告している。濱た冑癌についてLlr　llll玉9），洩野4｛1）1三）は　　 LI：）H活1／il値，　LDIn鱒zyme　p、1t撫rnお1：びi討o㍑lne

LDH皿の増加を報｛身しているが，野II呂7）は脳撮rl勺翫変　　　鼎hUnitなど1二ついては疾患に．kる達異力認めら｝｝1．

化を認めないと述べている。以上の如く，1酬4i腫瘍に　　　ず，従って甲状腺疾患で「はlil状腺組織のLi）1｛括性値

おける血矛1♂LDH　i・。・ym・に’）いて側1蛸にし・・て　・1・」1ひq・…ym。傾llLl、…fに反i臆・｝｛，ないものと靴ら

異なった結果が報・轡さ身Lているが，これは研究対象と　　　れ．る、，

した悪｛生腫揚の進贋腰び）諮異，あるいは腫蕩の金身ll由

影響の・綴などと関齢bるもの拷えられる・｝11状　　休諭如）贈を櫛叫1旧納伽胚学餅腰におい
腺癌とくに乳頭腺癌は他の，悪樵腫瘍に上回i変すると末期　　　で発爽したQ）

癌でないかぎり金身的影響7う二少オくいび）で，　血澄LDH

is（〕zymeに特で侯に変化が認められな1、・ものと解釈さll　　　　　　　　　　　　　文　　献
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